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８
月
５
日
―
。

与
謝
野
が
い
ち
ば
ん

熱
い
１
日
。

８
月
５
日
は
、
こ
の
夏
、
与

謝
野
町
が
い
ち
ば
ん
熱
い

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
与
謝
野
の
夏
の
風
物
詩

「
ひ
ま
わ
り
15
万
本
」
の
会
場
で
あ

る
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
周
辺
で
は
、

「
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」を
は

じ
め
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、「
よ
さ
の
の
夏
」を
彩
り
ま
し

た
。
ま
た
、
８
月
１
日
の
Ｋ
Ｔ
Ｒ
設

立
記
念
日
に
ち
な
み
「
Ｋ
Ｔ
Ｒ
フ
ァ

ン
感
謝
デ
ー
」
も
こ
の
日
に
開
催
。

野
田
川
駅
舎
や
車
両
内
で
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
木き

﨑ざ
き

良り
ょ
う

子こ

さ
ん
が
出

場
し
た
ロ
ン
ド
ン
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ

ン
の
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
野
田
川

わ
ー
く
ぱ
る
を
は
じ
め
、
下
山
田
地

ひ
ま
わ
り
15
万
本
・
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

Ｋ
Ｔ
Ｒ
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
、木
﨑
選
手
の
五
輪
出
場
、

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
京
都
府
消
防
操
法
大
会
―
。

こ
の
夏
、

あ
な
た
を
熱
く
さ
せ
た
の
は
？

区
公
民
館
、
上
山
田
地
区
公
民
館
、

四
辻
地
区
公
民
館
で
も
応
援
観
戦
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
熱
い
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
日
に
開
催
さ
れ
た

「
京
都
府
消
防
操
法
大
会
」
で
与
謝

野
町
代
表
チ
ー
ム
が
大
活
躍
し
ま
し

た
（
操
法
大
会
の
模
様
は
６
ペ
ー
ジ

の
「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
！
消
防
団
」

で
特
集
し
ま
す
）。

　
８
月
５
日
以
降
も
８
月
７
日
か
ら

の
４
日
間
、
恒
例
の
「
サ
マ
ー
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
、
大
会
が
盛
り

だ
く
さ
ん
だ
っ
た
こ
の
夏
。
皆
さ
ん

が
最
も
熱
く
な
っ
た
の
は
何
で
し
た

か
。
こ
の
特
集
で
振
り
か
え
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

ひまわり 15万本
すっかり与謝野の夏の風物詩として定着した「ひまわり 15 万本」イベ

ント。今年も野田川わーくぱる周辺の休耕田を会場に８月４日から
12 日までの９日間開催され、多くの来場者でにぎわいました。とくに８月
５日には同会場で「どろんこバレーボール大会」、「ちっしゃーコンサート」
などが開催され、イベントをおおいに盛り上げました。

①ユニークな作品が並んだ

「かかしコンテスト」　②イ

ベントを盛り上げた「ちっ

しゃーコンサート」　③・④

この日ばかりはどろんこに

なっても大丈夫！「どろんこ

バレーボール大会」　⑤ひま

わり巨大迷路の途中には展望

台が設けられ、来場者はその

景色を楽しんでいました。

①

④②

③
⑤

◎特集 よさのの夏

◎
特
集
　
よ
さ
の
の
夏

8/4（土）～ 12（日）　野田川わーくぱる周辺



ひまわり 15 万本のどろんこバレーボール大会と日と
会場を同じくして、野田川わーくぱるで開催された

「木
き

﨑
ざき

良
りょう

子
こ

選手応援観戦イベント パブリックビューイン
グ」。女子マラソン日本代表としてロンドン五輪に出場し
た与謝野町出身の木﨑良子さん（下山田）の晴れ舞台をみ
んなで応援しようとおよそ 450 人が集まり、木﨑さんに
熱い声援を送りました。
　開場を待ちきれず、野田川わーくぱる前には多くの人だ
かりができました。午後５時の開場と同時に、受付でタオ
ルやうちわ、クリアファイルといったオリジナル応援グッ
ズを受け取り、会場内へ。そこにスタッフから日の丸のフェ
イスシールのサービスもあり、多くの来場者が列を作りま
した。そして、江陽中学校吹奏楽部によるオープニング演
奏でイベントが開始。さらに「木﨑良子選手 “これまでの
軌跡”」と題したＫＹＴ制作ビデオが上映され、会場内は
期待感と緊張感で包まれました。
　そして午後７時にレースがスタート。いっせいに日の丸
の旗が振られ、会場内の盛り上がりは最高潮。その後も、
木﨑さんが画面に映るたび大きな歓声があがるなど、ゴー
ルの瞬間まで熱心な応援が続きました。
　結果は入賞こそ果たせなかったものの、日本人最高の
16 位。木﨑さんの健闘をたたえ、会場内には大きな拍手
の音が鳴り響きました。

　「自分たちで考え自分たちで行動す
る力」を育成することを目的に「サマー
チャレンジ」が今年も開催されました。
　今年は８月７日から 10 日までの３
泊４日の行程で行われ、町内小学６年
生の 50 人が参加しました。
　大江山から丹後半島をエリアとする
全行程約 160 キロをマウンテンバイ
クで移動し、沢登りやイカダ作りなど
多くのプログラムを体験。仲間と支え
あいながら、さまざまな挑戦をした４
日間は、何ものにもかえがたい体験と
なりました。

今年は宮福鉄道設立 30 周年。これを記
念して、８月１日のＫＴＲ設立記念

日にちなみ「ＫＴＲファン感謝デー」も８月
５日に開催されました。野田川駅では仮面ラ
イダーフォーゼのキャラクターショーをはじ
め、ＫＴＲおもてなしブース、鉄道模型運転、
プラレールワールド、鉄道ギャラリー展が催
されました。さらに車掌の帽子をかぶり運転
席に座ることのできる「まるごとＫＴＲ列車
体験」やＫＴＲ仕事展＆映像展など、イベン
トが盛りだくさん。親子連れなど多くの来場
者でにぎわいました。

①プラレールワール

ド　②仮面ライダー

フォーゼキャラクター

ショー　③ＫＴＲおも

てなしブース　④レー

ルスター（作業車両）

の乗車体験

①手作りのイカダで海に漕ぎ

出す子どもたち　②二瀬川渓

谷で沢登りに挑戦　③マウン

テンバイクで移動する子ども

たち。炎天下の中、長い道の

りを走破しました　④チャレ

ンジの合間、お昼ご飯でひと

休み　⑤全工程を終えて参加

者全員で記念撮影

①フェイスシールをはっていざ

入場　②レースの行方をかたず

を飲んで見守る来場者たち　③

木﨑選手の地元、下山田地区公

民館でもおよそ 300 人が熱い

声援を送りました　④江陽中学

校吹奏楽部によるオープニング

演奏　⑤・⑥四辻地区公民館・

上山田地区公民館でも応援観戦

イベントが開催されました

①

④

②

③

①

⑥

②

③

⑤

①

④

② ③

⑤

◎特集 よさのの夏

木﨑良子選手
応援観戦イベント

8/5（日）　野田川わーくぱる

ＫＴＲ
 ファン感謝デー

 8/5（日）　ＫＴＲ野田川駅

サマーチャレンジ
8/7（火）～ 10（金）　大江山～丹後半島

④
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●
完
璧
な
操
法
を
披
露
！

府
内
の
各
市
町
村
消
防
団
の
代
表
チ
ー

ム
が
集
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
こ

の
大
会
。
士
気
の
旺
盛
さ
と
規
律
、
そ
し
て
迅

速
か
つ
的
確
な
機
械
操
作
で
放
水
し
、
的
と
な

る
火
点
を
決
め
ら
れ
た
時
間
で
倒
す
こ
と
が
で

き
る
か
を
競
う
実
践
操
法
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
与
謝
野
町
消
防
団
か
ら
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
に
加
悦
第
１
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
野
田
川
第
５
分
団
が
出
場
し
、
５
月
か
ら
の

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。　

　
大
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
、
加
悦
第
１
分

団
が
出
場
21
団
の
２
番
目
、
野
田
川
第
５
分
団

が
出
場
10
団
の
最
終
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
。
府

内
屈
指
の
消
防
団
と
し
て
そ
の
一
挙
手
一
投
足

が
注
目
さ
れ
る
な
か
で
操
法
を
披
露
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の
気
温
は
40
度

を
超
え
、
立
っ
て
い
る
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ

ど
。
そ
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
酷
暑
の
な
か
に

あ
っ
て
も
、
両
チ
ー
ム
は
日
々
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
、
完
璧
な
操
法
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
た
加
悦
第
１
分
団
も

持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
お
い
て
も
「
与
謝
野
町
消
防
団
こ
こ

に
あ
り
」
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

  

優
勝
し
た
野
田
川
第
５
分
団
は
、
10
月
７
日

に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
「
第
23
回
全
国
消
防

操
法
大
会
」
へ
の
出
場
が
決
定
。
全
国
の
舞
台

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ひ
き
つ
づ
き
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

がんばってます！消防団 編集 ● 消防団本部

平成 24 年度全国統一防火標語 「消すまでは  出ない行かない  離れない」

●ポンプ車操法要員紹介

指揮者　中
なか

島
じま

　義
よし

記
き

１番員　金
かな

谷
や

　　豪
つよし

２番員　植
うえ

田
だ

　道
みち

則
のり

３番員　堀
ほり

尾
お

　知
とも

弘
ひろ

４番員　吉
よし

田
だ

　啓
けい

介
すけ

●小型ポンプ操法要員紹介

指揮者　小
こ

西
にし

　順
じゅん

弥
や

１番員　園
その

田
だ

　研
けん

斗
と

２番員　松
まつ

本
もと

　　朋
とも

３番員　小
こ

西
にし

　隆
たか

博
ひろ

　第 22 回京都府消防操法大会が８月５日、
府立丹波自然運動公園（京丹波町）で開催さ
れ、与謝野町の代表としてポンプ車操法の部
に野田川第５分団が、小型ポンプ操法の部に
加悦第１分団が出場し、野田川第５分団が見
事優勝を果たしました。

●第 22 回京都府消防操法大会

野田川第５分団
ポンプ車操法で優勝！
全国大会へ！

健やか広場　　認知症を予防しましょう！

●
抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン

　
活
性
酸
素
に
よ
っ
て
体
の
細
胞
が
酸
化

す
る
と
、
新
陳
代
謝
が
妨
げ
ら
れ
、
老
化

を
促
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
酸
化

を
防
ぐ
は
た
ら
き
の
あ
る
β-

カ
ロ
テ
ン

や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
多
く
含

む
食
品
を
意
識
し
て
と
り
ま
し
ょ
う
。
β

-

カ
ロ
テ
ン
は
に
ん
じ
ん
や
小
松
菜
、
ほ

う
れ
ん
草
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
緑
黄
色
野

菜
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
芋
類
や
果
物
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
、

ご
ま
な
ど
の
種
実
類
や
う
な
ぎ
、
ア
ボ
カ

ド
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

●「
ま
ご
は
や
さ
し
い
」
の

　

 

食
事
を
し
ま
し
ょ
う

　
「
ま
ご
は
や
さ
し
い
」
は
、
食
品
の
頭

文
字
で
す
。
こ
の
食
品
を
と
る
こ
と
が
認

知
症
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
語
呂
合
わ

せ
で
覚
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
…
豆
類　
　
ご
…
ご
ま

は
（
わ
）
…
ワ
カ
メ
な
ど
の
海
藻
類

や
… 

野
菜
類　
　
さ
…
魚
類

し
…
し
い
た
け
な
ど
の
き
の
こ
類　
　
　

い
…
芋
類

　
認
知
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
こ
こ
ろ

が
け
ま
し
ょ
う

　
「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
」
の
揃
っ
た
食

事
が
基
本
で
す
。
１
日
３
食
規
則
正
し
く

食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う

　
よ
く
か
む
と
、
脳
の
認
知
機
能
を
司
る

部
分
が
活
発
に
は
た
ら
き
、
記
憶
力
や
認

知
力
が
よ
く
な
り
ま
す
。
体
の
た
め
に
も
、

脳
の
た
め
に
も
、
食
事
は
ゆ
っ
く
り
か
ん

で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
て
き
ぱ
き
と
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う

　
「
料
理
を
作
る
」
と
い
う
動
作
が
、
認

知
機
能
を
鍛
え
ま
す
。
作
業
を
同
時
進
行

し
な
が
ら
て
き
ぱ
き
と
調
理
し
、
時
に
は

新
し
い
料
理
も
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

遺
伝
的
な
影
響
が
大
き
い
と
言
わ
れ

て
き
た
認
知
症
。
し
か
し
、
最
近

の
研
究
で
は
、
食
事
や
生
活
習
慣
に
気
を

つ
け
れ
ば
予
防
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
健
康
で
長
生
き
す
る
「
健
康
寿
命
」
を

延
ば
し
、
い
つ
ま
で
も
脳
の
は
た
ら
き
を

元
気
に
保
つ
た
め
に
、
食
生
活
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

塩
分
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

●
塩
分
を
控
え
る

　
高
血
圧
は
、
認
知
症
の
危
険
因
子
の
１

つ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
原
因
と
な

る
塩
分
を
控
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
１

日
の
塩
分
摂
取
量
は
、
男
性
９
ｇ
未
満
、

女
性
７
・
５
ｇ
未
満
で
す
。
塩
分
は
調
味

料
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
食
品
に

も
含
ま
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

と
く
に
濃
い
味
付
け
が
好
き
な
方
は
、
調

味
料
を
控
え
目
に
す
る
な
ど
の
こ
こ
ろ
が

け
が
必
要
で
す
。
ま
た
高
齢
に
な
る
と
、

舌
の
塩
味
や
甘
味
を
感
じ
る
部
分
が
鈍
く

な
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
味
が
濃
く
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
控
え
る

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
と
り
過
ぎ
は
、
動

脈
硬
化
や
脳
梗
塞
に
つ
な
が
り
ま
す
。
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
多
く
含
む
も
の
に
、
卵

や
イ
カ
・
エ
ビ
な
ど
の
甲
殻
類
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
頻
繁
に
食
べ
る
方
は
、
量

を
減
ら
し
た
り
、
１
日
お
き
に
す
る
な
ど

の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
に
効
果
の
あ
る
食
品
を

積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
！

●
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｄ
Ｈ
Ａ

　
イ
ワ
シ
や
サ
バ
、
サ
ン
マ
や
ブ
リ
な
ど

の
青
魚
に
含
ま
れ
る
脂
肪
酸
と
し
て
の
Ｅ

Ｐ
Ａ
・
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
、
血
液
を
固
ま
り
に
く

く
し
た
り
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低

下
さ
せ
た
り
、
脳
の
神
経
細
胞
を
活
性
化

さ
せ
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

●
食
物
繊
維

　
豆
類
や
野
菜
類
、
芋
類
、
海
藻
類
な
ど

に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
は
、
余
分
な
塩
分

や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
排
泄
す
る
は
た
ら

き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
予
防
以

外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
予
防
に

効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
毎
食
意
識
し
て

と
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

認知症予防レシピ

■材料（４人分）
さつまいも：240 ｇ、ピーマン：
１個、青魚の切り身：160 ｇ、酒：
大さじ１、しょうゆ：小さじ
１/ ２、片栗粉：適量、揚げ油
< 甘酢あん >
酢：大さじ２、砂糖：大さじ３、
塩：小さじ１/ ２、しょうゆ：
大さじ１、だし：１/ ２カップ、
片栗粉：大さじ１

さつまいもと青魚の
甘酢あんかけ

■作り方
●さつま芋は４㎝長さに切って縦６つ割りにし、水
　にさらしておく。ピーマンは縦８等分にする。
●青魚は骨を除いて２㎝幅のそぎ切りにし、酒としょ
　うゆをからめて下味をつける。
●揚げ油を強めの中火で熱し、水気を切ったさつま
　いもとピーマンを素揚げにする。
●青魚は片栗粉をまぶしてからりと揚げる。
●甘酢あんの材料を鍋に入れて強火にかけ、たえず
　かき混ぜながらとろみをつける。
●③④を皿に盛り、甘酢あんをかける。

１人分エネルギー 229kcal
１人分塩分　　　　1.3 ｇ

１

２

３

４

５

６
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図書館へ行こう！  BOOKS

クラシック音楽 　９月４日は「ク(９)ラシ(４)ック」の語呂合わせから、クラシック音楽の日で
す。芸術の秋に、今静かなブームのクラシック音楽にまつわる本をご紹介します。

『オケ老人！』
荒木源／小学館
　バイオリンを弾く高校教諭が、勘違いか
ら入ってしまったのは高齢者しかいないア
マ・オーケストラ「梅が丘交響楽団」。指
揮者になってほしいと懇願されるうち、同
じ町のエリートオケとの対決を発端にさま
ざまな事件に巻き込まれてしまいます。

一般書 ●『自分をえらんで生まれてきたよ』
いんやくりお／サンマーク出版　●『知識
ゼロからの喜ばれる贈り物のマナー』岩下

宣子／幻冬舎　●『子どもから大人まで成長
に役立つ！人体育成学』井本　邦昭／ベストセラーズ　●

『烏に単は似合わない』阿部智里／文藝春秋　●『キシャ
ツー』小路幸也／河出書房新社　●『学生時代にやらなく
てもいい 20 のこと』朝井リョウ／文藝春秋　●『きみは
いい子』中脇初枝／ポプラ社
児童書  ●『足利尊氏』加来耕三／ポプラ社　●『津波を

こえたひまわりさん』今関信子／佼成出版社　●『タンタ
ンのハンカチ』いわむらかずお／偕成社　●『よもぎのは
らのおともだち』あまんきみこ／ＰＨＰ研究所　●『かい
けつゾロリのなぞなぞ 200 連発！』原ゆたか／ポプラ社
●『プリズム☆ハーツ！！ １～４』神代明／集英社　●『世
界の果ての魔女学校』石崎洋司／講談社

Info

今月の
新着図書

『拍手のルール　秘伝クラシック鑑賞術』
茂木大輔／中央公論新社
　クラシック音楽といえばかなり敷居が高
く堅苦しい印象を抱く方もいるのではない
でしょうか。演奏会で拍手っていつする
の？など素朴な疑問に対してユーモアたっ
ぷりに答えてくれるのがこの 1 冊。もっ
と音楽を楽しむための鑑賞の手引きです。

『I LOVE モーツァルト』
石田衣良／幻冬社
　人気作家であり自他ともに認めるモー
ツァルト大ファンの著者。ポップスを聴く
ように、カジュアルな楽しみ方、誰も書か
なかった天才音楽家のすべてを、熱い情熱
で語る 1 冊。実際に著者が選曲した CD も
ついています。

『メロディ だいすきなわたしのピアノ』
くすのきしげのり・森谷明子／ヤマハミュージックメディア

『音楽のなぞ』
中島寿／草土文化
　マラカスの中には何が入っているか知っ
ていますか？楽譜の線はなぜ５本なので
しょう？また音楽の父と呼ばれるバッハは
日本人の苗字に直すと「小川」さんって知っ
ていましたか？そんな音楽にまつわるなぞ
を知りたい人はぜひ読んでみてください。

『モーツァルトはおことわり』
マイケル モーパーゴ・マイケル フォアマン／岩崎書店
　世界的に有名なバイオリニストであるパ
オロ・レヴィは決してモーツァルトを演奏
しないことで知られていました。その理由
は、ある場所での悲しい記憶とつながって
いたからです。音楽を武器に戦争を生きぬ
いた人びとを描く、実話に基づいた物語。

　「メロディ」と名付けて、ピアノを
いつも弾いていた女の子ですが、大き
くなるにつれてピアノから遠ざかって
しまいます。悲しむピアノにある日、
起きた出来事とは…。大切なものを親
子で共有するすばらしさを伝えます。

A L T リレーコラム  ［ 第 22 回  楽しい野球観戦   by アレクサンドラ・ジンデル］ COLUMN

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

人形劇を楽しもう！～秋のお楽しみ会～
　宮津市を拠点に図書館や保育所などで活躍中の「サーク
ルたまご」による人形劇を開催します。
　音楽に合わせてダイナミックな動きを見せる人形の物語
をぜひお楽しみください。
＜日時・場所＞９月 29 日（土）午後２時～　知遊館研修室
＜演　　目＞『やぎのしずか』シリーズから
　　　　 　　（田島征三／偕成社）ほか

図書館おはなし会　　
＜本　館＞　10 月 ６ 日（土）午前 10 時 30 分～

　　　　　午後３時～
＜加　悦＞　10 月 13 日（土）午後３時～
＜野田川＞　10 月 20 日（土）午後３時～

Info

　試合中はすごく大きいテレビに観衆が映ります。目立つ
ポスターを作って、カメラに見せたり、カメラマンの注意
を引くため、カップルはキスします。変な衣装や帽子を着
て、踊っている人もいてとても愉快です！
　試合中、もしお腹がすいたら、席から動かなくても、動
き回っている売り手から、食べ物や飲み物を買うことがで

や、バーベキューセットを持ってきます。
トラックの裏でバーベキューをしたり、
ホットドッグやハンバーガーを作って食
べます。大人はビールを飲んで、語り合
い、子供たちはキャッチボールをして遊
びます。カーステレオの音楽を聴きなが
らリラックスして楽しく過ごします。
　テイルゲートパーティのあとは、ゲー
ムを観戦するためにスタジアムに入りま
す。ファンは応援するチームのチームカ
ラーの服を着たり、顔にチームカラーで
ペインティングして応援します。
　試合中はすごくにぎやかです！ときど
き誰かが「ウェーブ」を始めます。ウェーブは、誰かが両
手をあげて立ちあがり、座ります。次に横の人が両手をあ
げて立ちあがり座ります。そして次の人、次の人とスタジ
アム全体に波が起こり、海の波のようですごくかっこいい
です！

きます。ピーナッツ、ヒマワリの種や「ク
ラッカージャック」が一般的です。ク
ラッカージャックは、ポップコーンに甘
いシロップがかかっていておいしいです。
1908 年以降、野球の試合で人気の軽食
です。
　試合の７回には、ストレッチするこ
とが慣行です。全員、長い時間座って
いるので、７回に立ちあがって、スト
レッチをします。そして誰もが知って
いる有名な野球の歌、「Take me to the 
Ballgame（私を野球の試合に連れてっ
て）」をみんなで肩を組んで、歌います。

ライバルチームのファンも一緒に、スタジアム全体で同じ
歌を歌うことは、野球を応援するための大切な儀式のよう
に感じます。
　私は、野球の熱心なファンではないので、試合に行って
もゲームはあまり見ませんが、いつもとても楽しいです！

今 月は、アメリカの野球について話したいと思いま
す。アメリカでは、多くの人々が、野球の観戦に

行きます。野球が好きでない人でも、友達とゲームへ行く
ことがよくあります。試合の前に、友達とテイルゲートパー
ティをするのが目的です。スタジアムの駐車場で行う小さ
なパーティです。みんなが、氷と飲物でいっぱいのクーラー

公民館訪問  ［ 第 15 回  下山田地区公民館］ 地区公民館活動

今
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
女

子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
に
、

地
元
出
身
の
木き

﨑ざ
き

良り
ょ
う

子こ

選
手
が
出

場
し
、
８
月
５
日
「
木
﨑
良
子
選
手

応
援
イ
ベ
ン
ト
」
を
下
山
田
区
と
共

催
し
ま
し
た
。
３
０
０
名
を
超
え
る

老
若
男
女
多
く
の
区
民
が
集
い
、
熱

い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
結
果
は
日

本
人
最
高
位
16
位
で
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
に
辿
り
着
く
彼
女
の
経

験
は
、
有
形
無
形
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
、
彼
女
が
闘
い
終
え
て
、

ほ
っ
と
一
息
つ
き
落
ち
着
い
た
頃
、

「
あ
き
ら
め
ず
に
追
い
続
け
た
夢
」

（
仮
題
）
と
題
し
て
、
区
民
の
皆
さ

ん
に
語
っ
て
も
ら
う
講
演
会
を
設
け

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
地
区
公
民
館
活
動
と
し
て

は
、
木
﨑
選
手
の
よ
う
に
地
元
出
身

で
活
躍
し
て
い
る
人
の
紹
介
や
、
地

元
で
頑
張
っ
て
い
る
人
を
、
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
有
機

野
菜
を
使
い
、
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
店

を
経
営
し
て
い
る
「
欧
風
ダ
イ
ニ
ン

グ 

ク
ッ
チ
ー
ニ
」
岩
西
シ
ェ
フ
に

よ
る
「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
４
月
に
実
施
し
た
「
下

山
田
地
区
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」
を
も
と
に
、
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
活
動

や
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
４
２
０
世
帯
に
配

布
し
、
70
名
の
方
か
ら
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
回
答
を
い
た
だ
い
た
方
の

年
代
は
、
40
歳
代
（
６
名
）、
50
歳

代
（
16
名
）、
60
歳
代
（
22
名
）、
80

歳
代
（
５
名
）
と
、
圧
倒
的
に
中
高

年
層
が
多
く
、若
年
層
は
20
歳
代（
０

名
）、
30
歳
代
（
１
名
）
と
い
う
結

果
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
公
民
館

活
動
と
し
て
、
生
活
、
子
育
て
に
忙

し
い
若
年
層
向
け
の
取
り
組
み
の
模

索
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た

さ
ら
な
る
中
高
年
向
け
の
取
り
組
み

の
多
様
化
も
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

みんなで行く野球の試合はとても楽しいです

木
﨑
良
子
選
手
応
援
イ
ベ
ン
ト
で
試
合
に
見
入
る

区
民
の
皆
さ
ん
。
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
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●恋愛と結婚セミナー in 与謝野

幸せな恋愛と結婚の極意を伝授！
　８月 25 日、「恋愛と結婚セミナー in 与謝野」
がリフレかやの里で開催されました。
　このセミナーではプロコーチの平

ひら
尾
お

賢
たか

弘
ひろ

さんが、
自身の経験をもとに、幸せな恋愛と結婚を実現し、
持続させるために必要なポイントをわかりやすく
講義。女性 10 人、男性 11 人の参加者は熱心に
聞き入っていました。
　セミナーではグループごとに理想のパートナー
像や結婚観などを発表しあうなどの演習も行われ、
初めは緊張ぎみだった参加者たちも次第に打ち解
け、和やかな雰囲気で意見を出しあいました。
　そのあとにはランチビュッフェでの懇親会も開
催。笑顔で交流を深める姿が見られました。

●ザ・万灯 満点カードで夏まつり

見事な花火とステージに魅了 !
　８月 26 日、野田川わーくぱるを会場に「ザ・万灯 満点カードで
夏まつり」が初開催され、親子連れなど多くの人でにぎわいました。
　この催しはよさのカード会が「よさのカード」の知名度アップと
普及を目的に開催したもので、会場内にはミニ万灯がならび雰囲気
を盛り上げたほか、満点のよさのカードとの交換でもらえる券で買
い物ができる夜店が多数出店。特設ステージではバンドの演奏等が
行われ、演奏にあわせて出演者と一緒にダンスを踊る人たちも見ら

上／みんなで協力して制作した巨大迷路が完成！

下／自分たちで作った迷路をくぐる児童たち　

心
に
は「
愛
の
心
」と「
利
己
心
」が
あ
り
、普
段
か
ら
愛
の
心
で

生
活
す
る
こ
と
が
大
切
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
平
尾
さ
ん

み
ん
な
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
！

町 政  News & Information

れるなど大いに盛り上が
りました。
　さらにはミニ花火も打
ち上げられ、来場者たち
はその見事な姿に酔いし
れていました。

左／立ち並ぶミニ万灯の向こう、

打ちあがる花火を見上げる来場

者たち。見事な花火に歓声があ

がりました

右／会場内にはたくさんの夜店

が出店。多くの来場者でにぎわ

いました
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うに自分たちで作った迷路をくぐっ
て遊びました。大学生は「子どもの
発想力はすごい。次々とアイデアが
出てくる」と児童たちの自由な発想
に脱帽といった様子でした。
　手作りのカレーで夕食を済ませた
後、クライマックスはキャンプファ
イヤー。急きょ結成されたというバ
ンドの演奏に合わせてみんなで歌い、
最後はフォークダンスをしました。
　終了後、「とても楽しかった」と
満足げな笑顔を浮かべた児童たち。
夏のいい思い出となりました。

●子どもＸキャンプ

大学生と協力して、巨大ダンボール迷路づくり！

た。これは農村地域などの活性化を
図るため、大学生が中心となって
滝・金屋地区でさまざまな活動を行
う「京都Ｘキャンプ」の一環として
開催されたもので、今回はメインの
活動として児童たちと大学生が協力
してダンボールで巨大迷路を作りま
した。グループごとにアイデアを出
し合いながら制作を進め、最後に各
グループの制作した部分を連結して
巨大迷路が完成。児童たちは楽しそ

　８月 22 日「子どもＸ
エックス

キャンプ」
が大江山運動公園グラウンド体育館
で開催され、与謝小学校の児童お
よそ 70 人や関西の大学に通う学生
15 人、滝・金屋中山間振興会、愛
護会の役員など 20 人が参加しまし

男 女 共 同 参 画

シリーズ 54

入札
日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格

（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

7/20 男山線側溝整備工事 男山 ２者 ㈲柳水道 1,362 1,135 1,135 83.3 H24/8/1
～９/28

7/20 与謝小学校他２校遊具
更新工事 与謝 他 ３者 ㈲柳水道 2,839 2,355 2,355 82.9 H24/7/27

～ 8/30

7/20 石川地区面整備②工事 石川 ３者 ㈲柳水道 3,259 2,701 2,701 82.8 H24/8/1
～ 9/28

7/20 梅谷会館解体撤去工事 三河内 12 者 カヤマ建設工
業㈱ 6,410 5,625 5,625 87.7 H24/7/27

～ 9/28

7/20 与謝野町立後野地区公
民館新築工事 後野 ２者 安田建設㈱ 64,020 55,938 55,938 87.3 H24/8/10

～ H25/2/28

7/20 阿蘇シーサイドパーク公園管理
センター新築工事設計業務委託 岩滝 ３者 一級建築士事務所

浪江建築事務所 2,300 ― 1,130 49.1 H24/7/25
～ 10/10

7/20 橋梁長寿命化修繕計画
策定業務委託

町内
全域 11 者 内外エンジニアリン

グ㈱京丹後営業所 8,515 ― 4,420 51.9 H24/7/27
～ 12/21

7/20 与謝簡易水道変更認可
設計業務委託 与謝 他 ７者 ㈱新大阪エンジニア

リング福知山事務所 9,637 ― 8,300 86.1 H24/7/25
～ H25/1/31

7/20 与謝野町農業振興地域
整備計画基礎調査業務

町内
全域 ８者 内外エンジニアリン

グ㈱京丹後営業所 3,800 ― 2,180 57.3 H24/7/27
～ H25/3/15

 ７   月入札結果 問 総務課 ☎ 46-3003「東京丹後人会」総会
開催にご協力ください

　東京丹後人会は、1889 年に首都圏に在
住する丹後出身者のために設立された歴史
ある親睦団体です。毎年、総会において旧
知の方々との出会いや懐かしい丹後特産品
などを提供しています。
　今年も総会ならびに懇親会を開催します
ので、首都圏在住の親戚や知人の方にお知
らせください。
●日時　10 月 27 日（土）
　　　　午前 11 時 30 分～
●会場　ホテルメトロポリタンエドモント
　　　　（最寄駅：JR 飯田橋駅）
●問い合わせ先
　　　　東京丹後人会事務局

　　　　☎ 03-5391-2285

老人医療費助成制度のご案内
問 保健課 ☎ 43-1514

　
高
齢
者
を
対
象
に

医
療
費
の
自
己
負
担
額

を
助
成
し
ま
す

　
こ
の
制
度
は
、
65
歳
か
ら

69
歳
の
高
齢
者
の
方
を
対
象

に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額

を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
高

齢
者
の
健
康
の
保
持
増
進
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
医

療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
の

自
己
負
担
（
３
割
）
が
１
割

負
担
と
な
る
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

交
付
に
は
申
請
書
の
提
出
と

一
定
の
所
得
審
査
が
必
要
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
保
健
課
福
祉

医
療
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

認
定
要
件

①
【
一
般
老
人
世
帯
】

　
60
歳
未
満
の
方
と
同
居
し

　
い
る
世
帯

本
人
お
よ
び
そ
の
属
す
る
世

帯
の
生
計
中
心
者
（
扶
養
義

務
者
）
が
所
得
税
を
課
せ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
。

②
【
特
別
老
人
世
帯
】

　
60
歳
以
上
の
方
だ
け
の
世

　
帯
・
単
身
世
帯

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

義
務
者
の
所
得
が
本
制
度
の

所
得
基
準
額
未
満
で
あ
る
こ

と
。

※
た
だ
し
、
医
療
保
険
の
加

入
状
況
（
別
世
帯
の
方
の
扶

養
）
に
よ
っ
て
は
①
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新築・増築・取り壊しの際はご連絡を
「家屋」に係る固定資産税

　
「
家
屋
」
に
係
る
固
定
資
産

税
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
新
築
ま
た
は
増

築
さ
れ
た
家
屋
に
対
し
て
、
建

築
し
た
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
、

取
り
壊
し
を
し
た
場
合
は
課
税

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
年
中
に
、
家
屋
の

新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
を
し

た
方
、
ま
た
は
12
月
末
日
ま
で

に
す
る
予
定
の
あ
る
方
は
、
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
築
ま
た
は
増
築
を

し
た
場
合
は
、
家
屋
評
価
の
た

め
現
地
で
の
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
家
屋
と
は
？
】

住
宅
や
店
舗
、
作
業
場
、
事
務

所
、
車
庫
な
ど
（
プ
レ
ハ
ブ
を

含
む
）
の
建
物
を
い
い
ま
す
。

問 税務課 ☎ 44-2084

固 定 資 産 税　第３期
国民健康保険税　第４期
介 護 保 険 料　第４期

今月の納期
10/1（月）まで

野田川庁舎（税務課）
いずれも午後８時まで
※納付書をご持参ください

夜間納税窓口
9/27（木）・28（金）

・10/1（月）

滞納税
相談窓口
※納期を超えた町税

の納付相談窓口

京都地方税機構 
丹後地方事務所
京丹後市役所大宮庁舎 3 階　
☎ 0772-68-1041



まちのうごき
平成 24 年７月末現在

人　口 24,066 人（－16）

　男　 11,427 人（－10）

　女　 12,639 人（ － 6 ）

世帯数 9,176 戸（ ＋ 1 ）
※括弧内は前月比
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与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　　　　　
 ●男女共同参画啓発講座

　男女共同参画の視点から、ま
ちの防災について、みんなで考
えてみましょう！

【日時】10 月６日（土）
　　　 午後１時 30 分～

【会場】加悦地域公民館
【内容】講演とワークショップ
【講師】上

うえ
野
の

勝
かつ

代
よ

さん
（神戸女子大学 家政学部教授）

問 総務課 ☎ 46-3004

放射線量測定結果を報告します

　
与
謝
野
町
で
は

京
都
府
が
実
施
す

る
環
境
（
空
間
）

放
射
線
の
測
定
を

補
完
す
る
目
的
で
、

放
射
線
量
を
測
定

し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と

お
り
で
測
定
値
に

は
異
常
は
あ
り
ま

せ
ん
。測定場所 本庁舎 加悦庁舎 野田川庁舎

測定値　μSV/h（マイクロシーベルト／時） 0.06 0.06 0.06

●測定結果（測定日：８月 20 日）

※ 通常の自然界に存在する放射線量は 0.01 ～ 0.2μSV/h です。

※ 測定条件  地上高：1m 　測定機器：TCS － 172B

みんなで考えよう！
絆がつなぐ
防災のまちづくり

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、７月16日から８月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

「丹後ふるさと検定」で地域の魅力を再発見！
丹後建国 1300 年記念プレ事業

地
域
の
魅
力
を

再
発
見
し
ま
せ
ん
か

　
丹
後
広
域
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
協
議
会
で
は
、
丹

後
地
域
で
暮
ら
す
人
々
が

自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の

魅
力
（
歴
史
、
文
化
、
自

然
等
）
を
再
発
見
、
再
認

識
し
、
丹
後
に
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
い
、
丹
後
の

魅
力
を
観
光
客
な
ど
丹
後

以
外
の
人
々
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
第
６
回
「
北
京
都

丹
後
ふ
る
さ
と
検
定
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
来
年
は
「
丹
後
の
国
誕

生
か
ら
１
３
０
０
年
」
と

い
う
節
目
の
年
。
こ
れ
に

ち
な
み
、
よ
り
身
近
な
地

域
の
宝
を
見
つ
け
て
も
た

う
た
め
、
今
回
は
出
題
数

50
問
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ス
を
新
設
し
て
い
ま
す
。

問 商工観光課 ☎ 46-3269

合
格
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
）。

【
受
検
料
】
１
人
あ
た
り

●
一
般
１
，
０
０
０
円

（
10
人
以
上
の
団
体
割
引

あ
り 

１
人
８
０
０
円
）

●
高
校
生
以
下
無
料

【
申
込
期
限
】

10
月
10
日
（
水
）
必
着

【
申
込
書
】
京
都
府
（
各

振
興
局
総
合
庁
舎
、
商

工
労
働
観
光
部
観
光
課
）、

舞
鶴
市
・
宮
津
市
・
京
丹

後
市
・
伊
根
町
・
与
謝
野
町
の

市
役
所
ま
た
は
町
役
場
・

商
工
会
議
所
・
商
工
会
・

観
光
協
会
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
先
】
丹
後
広
域
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会

事
務
局
に
申
込
書
を
郵
送

す
る
か
、
同
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
丹
後
広
域
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
協
議
会
事
務
局

検
定
概
要

【
日
時
】

10
月
20
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
15
分

※
予
備
日
10
月
27
日（
土
）

【
会
場
】　

●
天
橋
立
ホ
テ
ル

（
宮
津
市
字
文
珠
３
１
０
）

●
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

（
舞
鶴
市
字
伊
佐
津

２
１
３
―
８
）

●
京
都
府
丹
後
保
健
所

（
京
丹
後
市
峰
山
町
丹
波

８
５
５
）

【
試
験
問
題
】

●
通
常
コ
ー
ス　

１
０
０
問（
合
格
点
70
点
）

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

50
問
（
合
格
点
35
点
）

※
通
常
コ
ー
ス
を
合
格
し

た
方
に
は
丹
後
観
光
口
コ

ミ
大
使
認
定
証
と
バ
ッ
チ

が
交
付
さ
れ
ま
す
（
チ
ャ

レ
ン
ジ
コ
ー
ス
の
場
合
は

（
京
都
府
丹
後
広
域
振
興

局
商
工
労
働
観
光
室
内
）

〒
６
２
７
―

８
５
７
０  

京
丹
後
市
峰
山
町
丹
波

８
５
５　

U
R

L
:http://w

w
w

.
tangokankou.jp/

【
参
考
テ
キ
ス
ト
】

  

検
定
テ
キ
ス
ト
の
「
丹

後
新
風
土
記
」
は
丹
後
広

域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
と
し

て
無
料
閲
覧
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
受
検
申
込
時
に

購
入
の
申
し
込
み
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
簡
易

印
刷
製
本
版
を
受
検
票
と

同
時
に
送
付
し
ま
す
。（
印

刷
実
費
負
担
あ
り
）

【
問
い
合
わ
せ
】

丹
後
広
域
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
協
議
会
事
務
局

☎
０
７
７
２・６
２
・

　
４
３
０
４

“まちぐるみ” で考える与謝野町の産業振興
問 商工観光課 ☎ 46-3269与謝野町産業振興会議

産
業
振
興
会
議
が

新
た
に
ス
タ
ー
ト

　
与
謝
野
町
産
業
振

興
会
議
は
、「
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

具
現
化
に
つ
い
て
検

討
す
る
機
関
と
し
て

平
成
22
年
７
月
に
発

足
後
、
平
成
24
年
３

月
ま
で
の
任
期
の
間

に
、「
与
謝
野
町
中

小
企
業
振
興
基
本
条

例
」
の
制
定
に
向
け

た
議
論
を
積
み
重

ね
、
提
言
書
を
町
長

に
提
出
し
、
府
内
初

の
条
例
制
定
を
実
現

し
ま
し
た
。

　

条
例
の
推
進
役
、

ま
た
産
業
振
興
施
策

の
実
施
に
つ
い
て
審

議
す
る
機
関
と
し

て
、
条
例
内
に
新
た

に
規
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
同
会
議

は
、
商
工
会
各
部
会

推
薦
や
公
募
な
ど
25

名
の
委
員
と
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
５
名
で
構

成
。
京
都
大
学
公
共

政
策
大
学
院
の
岡
田

知
弘
教
授
の
ほ
か
、

新
た
に
京
都
府
丹
後

広
域
振
興
局
、
金
融

機
関
を
加
え
た
新
体

制
で
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

　
第
１
回
会
議
は
７

月
２
日
、
岩
滝
保
健

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
町
長
か
ら
各
委

員
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
た
後
、
岸
部
敬

さ
ん
を
会
長
に
、
一

色
直
樹
さ
ん
を
副
会

長
に
決
定
。
そ
の

後
、
会
議
の
進
め
方

に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
、
中
小
企
業
振

興
基
本
条
例
施
行
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

与
謝
野
町
と
同
会
議

の
主
催
で
行
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

つ
い
て
は
次
号
で
詳

し
く
紹
介
し
ま
す
）。

産
業
振
興
会
議

の
こ
れ
か
ら

　
住
民
や
事
業
者
主

体
で
、
中
小
企
業
振

興
基
本
条
例
の
制
定

●
産
業
振
興
会
議 

委
員
紹
介

【
委
員
】

岸き
し

部べ　
　
敬た

か
し（

㈱
き
し
べ
建
設
）

一い
っ

色し
き　
直な

お
樹き
（
㈱
一
色
テ
キ
ス
タ
イ
ル
）

鳥と
り

垣が
き　
壯た

け
司し
（
ト
リ
カ
ネ
商
店
）

今い
ま

西に
し　
靖や

す
之ゆ

き
（
㈱
今
西
製
作
所
）

尾お

上が
み　
義よ

し
則の

り
（
㈱
お
が
み
工
務
店
）

公く

手で　
　
弥わ

た
る（

弥
次
喜
多
）

浪な
み
江え　
敏と

し
一か

ず
（
㈱
ゲ
ッ
ト
バ
リ
ュ
ー
）

岡お
か
本も

と　
勝し

ょ
う
じ司（

与
謝
野
町
商
工
会
）

寺て
ら

島し
ま　
節せ

つ
郎ろ

う
（
㈱
テ
ラ
シ
マ
精
機
）

足あ

立だ
ち　
経つ

ね
彦ひ

こ
（
足
立
石
油
㈱
）

西に
し

川か
わ　

誠せ
い

司し
（
㈲
誠
武
農
園
）

香か

山や
ま　
喜よ

し
典の

り
（
京
都
祐
喜
㈱
）

植う
え
森も

り　
江こ

う
助す

け
（
㈱
う
え
も
り
）

山や
ま

城し
ろ

甲こ
う

太た

郎ろ
う

（
山
城
建
設
㈱
）

玉た
ま
川が

わ　
茂し

げ
生お
（
㈲
玉
川
瓦
店
）

安や
す
田だ　
章

し
ょ
う
二じ
（
安
田
織
物
㈱
）

西に
し
川か

わ　
明あ

き
ひ
ろ宏（

㈱
白
鳥
リ
ネ
ン
）

小お

田だ　
勝か

つ
典の

り（
道
の
駅
シ
ル
ク
の
ま
ち
か
や
）

山や
ま

下し
た　

　
隆た

か
し（

日
本
電
気
化
学
㈱
加
悦
工
場
）

山や
ま

添ぞ
え　
明あ

き
子こ
（
㈱
山
藤
）

石い
し
田だ

美み

智ち

代よ
（Design Som

em
i

）

鈴す
ず

木き　
和か

ず
こ女

（
井
筒
屋
）

牛う
し
田だ　
孝た

か
雄お
（
牛
田
機
工
商
会
）

杉す
ぎ

本も
と　

孝た
か

史し
（
㈱
杉
建
）

河か
わ

邉べ　
知と

も
己み
（
河
邉
染
芸
）

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

岡お
か

田だ　
知と

も
ひ
ろ弘

（
京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院 

教
授
）

小こ

西に
し

和わ
い
ち
ろ
う

一
郎

（
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局 

商
工
労
働
観
光
室
長
）

成な
り
毛も　
志し

郎ろ
う

（
京
都
北
都
信
用
金
庫　
野
田
川
支
店
長
）

秋あ
き
山や

ま　
幸ゆ

き
ひ
ろ浩（

㈱
京
都
銀
行 

岩
滝
支
店
長
）

渡わ
た
邉な

べ　
拓た

く
也や
（
㈱
京
都
銀
行 

加
悦
谷
支
店
長
）

を
実
現
し
た
産
業
振

興
会
議
の
取
り
組
み

方
は
、
府
内
外
か
ら

非
常
に
注
目
を
集
め

て
お
り
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
お
い
て
も
条

例
へ
期
待
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
定
期
的

に
会
議
を
開
催
し
、

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

の
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
具
現
化
を
は
じ

め
、
町
の
産
業
振
興

施
策
に
つ
い
て
、
地

域
経
済
の
状
況
を

し
っ
か
り
と
検
証
し

た
上
で
審
議
し
て
い

き
ま
す
。
条
例
の
基

本
理
念
に
基
づ
き
、

会
議
で
審
議
さ
れ
る

施
策
等
に
つ
い
て

も
、町
民
、事
業
者
、

経
済
団
体
等
、
そ
し

て
行
政
の
協
働
に

よ
っ
て
、「
ま
ち
ぐ

る
み
」
で
そ
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

職員の不祥事についてのお詫び
　この度、教育委員会教育総務課係長 小路公憲が収賄の疑いで逮捕されました不祥事に関しましては、町民の皆様に、
多大な御迷惑と御心配をおかけすることとなり、誠に申し訳なく思っております。　　　
　平成 18 年 3 月に新町が誕生してから 7 年目に入り、厳しい経済状況・財政状況の中で、町民の方々と職員が一
体となって、懸命にまちづくりを進めている中で、このような、行政に対する不信を招く事態を引き起こし、町民の
皆様に心よりお詫び申し上げます。
　今後は、警察の捜査に全面的に協力し、その結果を待ち、なぜそうなったのか真相を究明し、対応策を立て、再発
防止に全力を挙げて町民の皆様の信頼を取り戻したいと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　与謝野町長　太田　貴美
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木
﨑
和
夫
さ
ん

木
﨑
良
子
さ
ん

親
子
で
つ
か
ん
だ
五
輪
の
夢

も
あ
っ
た
と
思
う
」
と
期
待
半

分
、
不
安
半
分
と
い
っ
た
気
持
ち

で
レ
ー
ス
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
「
目
標
の
入
賞
に
届
か
な
か
っ

た
こ
と
は
悔
し
い
」
と
良
子
さ
ん

は
16
位
と
い
う
結
果
を
振
り
返
り

ま
す
が
、
良
子
さ
ん
ら
し
い
粘
り

強
い
走
り
を
見
せ
、
日
本
人
最
高

位
で
ゴ
ー
ル
。
私
た
ち
に
勇
気
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
世
界
と
の
差
、
そ
し
て
、
今

の
自
分
の
力
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
い
い
経
験
に
な
っ
た
。
今

後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。」
と

語
っ
て
く
れ
た
良
子
さ
ん
。「
間

近
に
迫
っ
て
い
る
全
日
本
駅
伝
で

の
優
勝
で
す
」
と
次
の
目
標
に
つ

い
て
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
良
子
さ
ん
に
つ
い
て
、

和
夫
さ
ん
は
「
五
輪
に
も
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
。
あ
と
は
本
人
が

納
得
で
き
る
よ
う
な
競
技
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。
良
子
さ
ん
の
さ
ら
な

る
活
躍
に
期
待
で
す
。

れ
て
、
父
の
名
前
を
知
る
人
が
と

て
も
多
く
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
感

じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
お
か
げ
で
と
て
も
た
く
さ
ん

の
人
に
応
援
し
て
も
ら
え
て
心
強

か
っ
た
。
自
分
で
は
気
づ
く
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
陸
上
の
楽
し
さ

を
教
え
て
く
れ
た
父
に
感
謝
し
た

い
」
と
そ
の
存
在
の
大
き
さ
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
和
夫
さ
ん
の
少
な
く
な

い
影
響
の
な
か
、
佛
教
大
学
、
そ

し
て
ダ
イ
ハ
ツ
へ
と
進
み
、
実
力

を
つ
け
、
着
実
に
実
績
を
積
ん
だ

良
子
さ
ん
は
、
つ
い
に
五
輪
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
す
。

　
そ
し
て
迎
え
た
８
月
５
日
の
ロ

ン
ド
ン
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ
ン
レ
ー

ス
当
日
。「
わ
く
わ
く
し
た
気
持

ち
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ

と
が
で
き
た
」
と
い
う
良
子
さ
ん

の
応
援
に
、
和
夫
さ
ん
は
ロ
ン
ド

ン
ま
で
駆
け
つ
け
ま
し
た
。「
国

を
代
表
す
る
と
い
う
こ
と
は
本
当

に
す
ご
い
こ
と
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

「
い
ち
ば
ん
の
親
孝
行
が
で
き
た

か
な
と
」。

　
五
輪
出
場
が
決
ま
り
、
和
夫
さ

ん
か
ら
祝
福
の
電
話
を
受
け
た
良

子
さ
ん
は
そ
う
思
っ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
れ
を
聞
い
た
和
夫
さ
ん
も

「
そ
れ
が
な
に
よ
り
う
れ
し
い
で

す
」
と
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま

し
た
。

　
兄
と
姉
の
２
人
が
陸
上
を
し
て

い
た
た
め
、
兄
妹
で
遊
ぶ
感
覚
で

自
然
と
走
る
よ
う
に
な
っ
た
良
子

さ
ん
。「
で
も
小
さ
い
頃
か
ら
お

姉
ち
ゃ
ん
に
は
勝
ち
た
か
っ
た
な

あ
」
と
和
夫
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら

負
け
ず
嫌
い
だ
っ
た
と
い
う
良
子

さ
ん
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
か
つ
て
は
箱
根
駅
伝
で
活
躍
し

た
名
選
手
で
も
あ
る
父
和
夫
さ
ん

に
つ
い
て
、「
大
き
く
な
る
に
つ

● Profile

きざきかずお　●昭和 29 年、下山田出身、58 歳。順天堂大学時代には箱根駅伝で活躍し、実業団

にも所属。引退後は府民総体で与謝野町駅伝チームの監督を務めるなど後進の指導にも尽力。

きざきりょうこ　●昭和 60 年、下山田出身、27 歳。宮津高校、佛教大学を経て、ダイハツへ入社。

昨年の横浜国際女子マラソンで初優勝を果たし、ロンドン五輪女子マラソン出場を果たす。




